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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 12日 (2004.4.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
テ ー パ 部 の 角 度 （ 上 記 「 テ ー パ 部 と 対 斜 板 摺 接 面 の 延 長 面 と の な す 角 度 」 の こ と を い う 。
特 に 断 り の な い 限 り 、 以 下 そ の よ う に 略 す 。 ） が 比 較 的 小 さ い 適 切 な 角 度 で あ る 場 合 、 潤
滑 油 引 込 特 性 は 良 好 と な る 。 と こ ろ が 、 テ ー パ 部 の 角 度 が 小 さ す ぎ る 異 物 排 斥 特 性 が
低 下 す る 。 つ ま り 、 テ ー パ 部 が 異 物 に 乗 り 上 げ 易 く な り 、 乗 り 上 げ た 状 態 で シ ュ ー が 移 動
す れ ば 、 シ ュ ー の 斜 板 側 摺 接 面 と 斜 板 の 摺 接 面 と の 間 に そ の 異 物 が 引 き 込 ま れ る 結 果 と な
る か ら で あ る 。 こ れ に 対 し 、 ９ ０ ゜ を 限 度 と し て テ ー パ 部 の 角 度 を 大 き く す れ ば 、 そ の テ
ー パ 面 は 異 物 を 押 し 除 け る よ う に 作 用 す る 。 す な わ ち 、 異 物 排 斥 特 性 は 、 テ ー パ 部 の 角 度
が 大 き く な る ほ ど 良 好 に な る 。 両 摺 接 面 間 に 異 物 が 入 り 込 ん だ 場 合 、 そ の 異 物 は 、 摺 接 面
の 摩 擦 を 大 き く す る だ け で な く 、 そ れ ぞ れ の 摺 接 面 を 傷 つ け る 。 そ れ ぞ れ に 発 生 し た 傷 は
互 い に 相 手 側 を さ ら に 傷 つ け 合 う こ と に な り 、 摺 動 特 性 を 悪 化 さ せ る 原 因 と な る 。 ま た 、
テ ー パ 部 の 角 度 が 小 さ い 場 合 、 異 物 に シ ュ ー が 乗 り 上 げ る 格 好 と な る た め 、 狭 い 摺 接 面 間
に 異 物 が 無 理 矢 理 押 し 込 ま れ る こ と に な り 、 シ ュ ー お よ び 斜 板 の 摺 接 面 に 発 生 す る 傷 は 深
い も の と な る 。 し た が っ て 、 深 い 傷 が で き 易 く 、 そ の 意 味 で 、 異 物 に 耐 え る 力 つ ま り 異 物
耐 力 に 劣 る も の と な り 、 テ ー パ 部 の 角 度 の 小 さ い シ ュ ー は 、 摺 動 特 性 が 悪 い も の と な る 。
一 方 、 テ ー パ 部 の 角 度 が 大 き い 場 合 で あ っ て も 、 前 記 段 差 は 比 較 的 小 さ い た め 、 鍛 造 成 形
に お い て 素 材 の 塑 性 流 動 に お け る 抵 抗 と な り 難 く 、 シ ュ ー の 寸 法 精 度 を 悪 化 さ せ る 一 因 と
は な り 難 い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の シ ュ ー は 、 そ の 母 材 の 材 質 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。 種 々 の 金 属 材 料 等 で 形 成

と 、



す る こ と が で き る 。 母 材 が ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金 か ら な る シ ュ ー は 、 軽 量 で あ る こ と か ら 、
特 に 軽 量 化 が 望 ま れ る 斜 板 式 圧 縮 機 、 例 え ば 車 両 用 エ ア コ ン デ ィ シ ョ ナ 等 の 用 途 に 供 さ れ
る 斜 板 式 圧 縮 機 等 に 好 適 な シ ュ ー と な る 。 ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金 は 、 そ の 種 類 が 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 既 に 各 種 分 野 で 慣 用 さ れ て い る ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金 、 種 々 の 公 知 の ア ル ミ
ニ ウ ム 系 合 金 を 用 い る こ と が で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 Ａ ４ ０ ３ ２ （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｈ
　 ４ ０ ０ ０ 等 ） 等 の 共 晶 組 成 付 近 の Ａ ｌ － Ｓ ｉ 系 合 金 を 用 い る こ と が で き る 。 Ａ ｌ － Ｓ ｉ
系 合 金 は 、 熱 膨 張 率 が 小 さ く 、 耐 磨 耗 性 が 良 好 で あ り 、 こ の 合 金 を 用 い れ ば 、 良 好 な 摺 動
特 性 を 有 す る シ ュ ー と な る 。 ま た 、 例 え ば 、 Ａ ２ ０ １ ７ ， Ａ ２ ０ ２ ４ （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｈ 　 ４ ０
０ ０ 等 ） 等 の Ａ ｌ － Ｃ ｕ － Ｍ ｇ 系 の 合 金 を 用 い る こ と が で き る 。 Ａ ｌ － Ｃ ｕ － Ｍ ｇ 系 合 金
は 強 度 が 高 い こ と か ら 、 こ の 合 金 を 用 い れ ば 、 高 強 度 で あ り 、 耐 久 性 に 優 れ た シ ュ ー と な
る 。 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の も の は 、 表 面 に 硬 質 金 属 メ ッ キ 被 膜 で 被 覆 さ れ た も の で あ る こ
と が 望 ま し く 、 硬 質 金 属 メ ッ キ 被 膜 は 、 Ｎ ｉ － Ｐ ， Ｎ ｉ － Ｂ 等 の 無 電 解 ニ ッ ケ ル メ ッ キ 被
膜 で あ る こ と が 望 ま し い 。 無 電 解 ニ ッ ケ ル メ ッ キ 被 膜 は 、 均 一 な 硬 質 金 属 メ ッ キ 被 膜 を 形
成 で き る こ と に 加 え 、 そ の 被 膜 は 、 析 出 時 に お い て ビ ッ カ ー ス 硬 さ Ｈ ｖ ５ ０ ０ 以 上 の 高 い
硬 度 を 有 し 、 耐 磨 耗 性 、 耐 食 れ る 。 な お 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の シ ュ ー は 、 円 柱
状 の 素 材 ピ ー ス か ら 鍛 造 成 形 さ れ る こ と が 多 く 、 円 柱 状 の 素 材 ピ ー ス は 素 材 量 の バ ラ ツ キ
が 大 き い こ と か ら 、 そ の 意 味 に お い て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の シ ュ ー に 本 発 明 を 適 用 す る
こ と の メ リ ッ ト が 大 き い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
上 記 実 施 形 態 の 場 合 、 周 縁 面 １ ５ ６ と 対 斜 板 摺 接 面 １ ５ ４ と の 段 差 量 Ｄ は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ に
設 定 さ れ て お り 、 ２ ０ ０ μ ｍ を 下 回 る 程 度 の 異 物 が 斜 板 摺 接 面 １ ３ ２ と 周 縁 面 １ ５ ６ と の
間 に 噛 み 込 む こ と は な い 。 段 差 量 Ｄ は 、 想 定 さ れ る 異 物 の 大 き さ 、 つ な ぎ 面 １ ５ ８ の 形 状
等 に 応 じ て 、 ま た 、 後 述 す る 鍛 造 成 形 に お け る 塑 性 流 動 の 容 易 さ 等 を 考 慮 し て 、 例 え ば 前
記 〔 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 ， 課 題 解 決 手 段 お よ び 効 果 〕 の 項 に 示 し た 記 述 に 基 づ い
て 設 定 す れ ば よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 周 縁 面 １ ５ ６ は 、 対 斜 板 摺 接 面 １ ５ ４ に 対
し て 略 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に 代 え 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 周 縁 面 １ ５ ６ を 対 斜 板 摺
接 面 １ ５ ４ に 対 し て 傾 斜 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の 場 合 、 後 に 詳 し く 説 明 す る と こ ろ
の 鍛 造 成 形 に お け る 素 材 の 塑 性 流 動 の 抵 抗 が 大 き く な ら な い 範 囲 と し て 、 周 縁 面 １ ５ ６ と
対 斜 板 摺 接 面 １ ５ ４ の 延 長 面 １ ８ ６ と の な す 角 度 β が 、 １ ０ ゜ 以 下 と な る よ う な 形 状 と す
る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に 、 周 縁 面 １ ５ ６ の 幅 （ 周 縁 面 外 縁 と 周 縁 面 内 縁 と の 距 離 差 ） は
、 素 材 ピ ー ス の 素 材 量 の バ ラ ツ キ 、 素 材 の 塑 性 流 動 の 容 易 さ 等 を 勘 案 し つ つ 、 決 定 す れ ば
よ い 。 対 斜 板 摺 接 面 １ ５ ４ の 面 積 が 大 き い ほ ど 摺 接 状 態 が 安 定 す る た め 、 そ の 点 を 考 慮 す
れ ば 、 周 縁 面 １ ５ ６ の 幅 は 、 有 効 な 対 斜 板 摺 接 面 １ ５ ４ が 確 保 で き る 程 度 の 幅 と す る こ と
が 望 ま し い 。 な お 、 シ ュ ー の 最 外 縁 と な る 外 周 縁 曲 面 １ ６ ４ の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ る も
の で は な い 実 施 形 態 の 場 合 、 シ ュ ー の 最 外 縁 は 、 後 に 説 明 す る よ う に 、 鍛 造 成 形 に お
け る 素 材 量 の バ ラ ツ キ を 吸 収 す る 部 分 で あ る た め 、 若 干 で は あ る が 、 シ ュ ー ご と に 異 な る
形 状 と な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
素 材 は 、 上 述 し た ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金 で あ り 、 そ の 素 材 か ら 形 成 さ れ た 素 材 ピ ー ス は 、 図

す よ う に 、 円 柱 形 状 を な し て い る 。 詳 し く は 、 素 材 ピ ー ス ２ ０ ０ は 、 シ ュ ー ７ ６ の
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性 に も 優

。 本

５ に 示



対 斜 板 摺 接 面 １ ５ ４ の 外 径 よ り 小 さ な 外 径 を 有 し か つ シ ュ ー ７ ６ の 高 さ よ り 高 い 高 さ を 有
す る 円 柱 形 状 を な し 、 一 方 の 端 面 に 、 斜 板 側 係 合 面 部 １ ５ ２ に 形 成 さ れ る 凹 所 １ ６ ０ に 対
応 す る 凹 所 ２ ０ ２ が 設 け ら れ 、 他 方 の 端 面 に 、 ピ ス ト ン 側 係 合 面 部 １ ５ ０ に 形 成 さ れ る 凹
所 １ ６ ３ に 対 応 す る 凹 所 ２ ０ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 素 材 ピ ー ス ２ ０ ０ は 、 円 柱 状 の 素
材 ピ ー ス 基 体 に 、 凹 所 ２ ０ ２ お よ び 凹 所 ２ ０ ３ を 形 成 し て 製 造 さ れ る 。 素 材 ピ ー ス 基 体 は
、 鋳 造 し て 得 ら れ た 所 定 の 組 成 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る ビ レ ッ ト を 押 出 加 工 し 、 さ ら
に 引 抜 加 工 す る こ と で 所 定 径 の 丸 棒 を 作 製 し 、 そ の 丸 棒 に 焼 き な ま し 処 理 を 施 し 、 そ の 処
理 後 の 丸 棒 を 鋸 盤 、 シ ャ ー リ ン グ 等 に よ っ て 所 定 の 長 さ に 切 断 し 、 さ ら に 切 断 後 の 素 材 の
表 面 を 平 滑 に す べ く バ レ ル 研 磨 し て 調 製 し た も の で あ る 。
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